
THE SPEAKER L INEUP

PROGRAM

2025年9月11日（木）

13:00 – 17:00
12:30〜 受付開始

ウィンクあいち
愛知県名古屋市中村区名駅４丁目４−３８

https://plastics-japan.com/archives/8798

SPEAKER  2・  TALK  １

梶原 優介
東京大学 生産技術研究所 教授

SPEAKER  3  ・  TALK  ２

SPEAKER  1  ・  KEYNOTE

参加費：16,500円（税込）／事前申込制
主催：プラスチックス・ジャパン株式会社

マルチマテリアル成形品の
分別・接合・分解に関する
最新知見を、第一線の研究者が
解説。水平リサイクル実現に向
けた技術の展望を共有します。

伊藤 浩志
山形大学 副学長・卓越研究教授

瀧 健太郎
金沢大学 フロンティア工学系 教授

13:00 – 14:00 基調講演
伊藤 浩志
進化するプラスチックのマテリアルリサイクル
―成形加工による材料特性と高次構造制御―

14:00 – 15:00 技術講演①
梶原 優介
ブラスト・純水を利用した金属樹脂直接接合と
接合メカニズム

15:00 – 16:00 技術講演②
瀧 健太郎
マルチマテリアル製品の分解技術
－プラスチックと金属の界面分離－

16:10–16:40 技術紹介・名刺交換会タイム

懇親会：開催予定（人数に応じて手配）

お申込みはこちら▶

プラスチックと
金属の  
接合・分離講演会



梶原 優介
東京大学 生産技術研究所 教授

伊藤 浩志
山形大学 副学長・卓越研究教授

瀧 健太郎
金沢大学 フロンティア工学系 教授

1 9 9 0年  山形大学大学院修了後、沖電気工業を経て、鶴岡高
専・東京工業大学を歴任。博士（工学）。
2007年より山形大学准教授、2010年教授。
現在は副学長および卓越研究教授として、材料循環・成形加工分
野の研究と教育に従事。

近年、環境問題が世界的に注目される中で、資源循環技術としてのマ

テリアルリサイクルは、バージン材同等の性能を目指すも多くの課題

に直面しています。本講演では、成形工程での熱履歴や経時変化、異

種材料混入などによる物性変化のメカニズムに加え、大型プロジェク

トや企業の取組事例を紹介。さらに、講師らの最新研究として「リサ

イクル材料の熱劣化」「高次構造制御」「長期安定化」に関する成果を

解説し、循環型社会実現に向けた展望を示します。

進化するプラスチックのマテリアルリサイクル
―成形加工による材料特性と高次構造制御―

東京大学大学院博士課程修了（工学）。2007年より東京大学に
て研究職に従事し、2016年にはインペリアル・カレッジ・ロン
ドンの客員研究員。
2023年より教授。接合・分解などマルチマテリアルの加工研究
を推進中。

軽量化の進む自動車産業では、金属部品のプラスチックへの置き換え

が急速に進行し、金属とプラスチックの直接接合技術が求められてい

ます。本講演では、金属表面に微細構造を形成し、射出成形によって

溶融プラスチックを流し込むことで得られる「アンカー効果」に基づ

く成形接合法について解説します。特に、ブラスト処理や熱水処理に

よる安価で簡便な表面処理法を用いた直接接合の事例と、接合強度の

決定因子・接合メカニズムに加え、接合体の分解技術についても紹介

し、基礎から応用展開まで幅広く取り上げます。

ブラスト・純水を利用した
金属樹脂直接接合と接合メカニズム

京都大学大学院で博士号取得後、山形大学を経て金沢大学教授。
2022年よりフロンティア工学系教授。
JST  CR ES T「分解と安定化」領域にて研究代表者として活躍
中。

近年の自動車や電子機器などの製品では、金属とプラスチックを接

合・接着したマルチマテリアル部品の使用が拡大していますが、これ

らの部品の界面は極めて強固であり、マテリアルリサイクルの障壁と

なっています。本講演では、JST  CREST「分解と安定化」領域の

支援による研究成果として、界面に気泡核を生成させて分離を促進す

る技術を紹介します。せん断剥離強度が20  MPA以上ある接合界面

に対して、界面で気泡を成長させることで99%以上の荷重低減を実

現。さらに、PC、PPS、PA、PPとアルミ合金の接合材やアルミパ

ウチなどへの適用事例を、実物も交えて解説します。

マルチマテリアル製品の分解技術
－プラスチックと金属の界面分離－


